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総務省 
先導的教育システム実証事業 

佐賀県の取組 

佐賀県教育委員会 

平成29年3月28日（火） 
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いつでも、どこでも利用可能な学習情報 

学校 家庭等 

・家庭におけるインターネット接続のための
環境整備の検証 
・学習用パソコンの家庭での活用促進及び
総務省構築クラウド上のコンテンツ等を利
用した主体的な学習 
・教員のオンラインでの状況の把握や対応 

・保護者によ
る学校行事
や学習状況
の確認 
・学校と家庭
との相互の
情報交換 

教育委員会／委託企業等 

● 専用サーバの活用 （個人認証～暗号化等） 
● 各学校の情報管理、活用サポート 
● 学校、児童生徒への教材提供 
  （教師の授業支援や協働学習支援 等） 

専用回線（公共ネット） 

佐賀県教育クラウド 
「ＳＥＩ－Ｎｅｔ」 

●校務管理 

●学習管理(LMS) 

●教材管理(LCMS) 

●ポータル 
 ・教職員用 
 ・学習者用 

教育クラウド・プラットフォーム 

クラウド上からシステム・機能・
コンテンツ・サービスを提供 

異なる学校間、学校種間における 
情報共有・連携 

学校と家庭の連携 

インターネット 
モバイル接続 

教員の研修体制の構築 

地域内／外の学校の
相互に活用できる教
材の蓄積・提供 

地域内／外の学
校の相互に活用
できる教材の蓄
積・提供、利用形

態を検証 

民間事業者 

•遠隔授業
を活用した
プログラミ
ング学習
の取組 
 
•官民協同
によるコン
テンツ、教
育スタイル
の開発 

学校への復帰支援 

災害等発生時のサポート 

特別支援教育の充実 

遠隔授業を支える環境整備 

国、県・市町を結んだシームレスな教育体制のモデル構築 

連携 

普通教室に加え、特別教室
等でのＩＣＴ機器を利活用し

た学習活動の推進 

新たな学びに向けての取組 

 ・普通教室や特別教室にお
ける授業時の、総務省構築
クラウド上のコンテンツ等を
利用した主体的な学習、協
働的な学習 

先導的教育システム実証事業・先導的な教育体制構築事業イメージ 

インターネット 
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佐賀県教育情報システム「SEI-Net」 
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これまでの取組 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

「SEI-Net」 

これまでの取組 



Copyright Saga Prefecture.All Rights Reserved. 

北方中学校 

主な取組 総務省構築クラウド 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

「SEI-Net」 

北方中学校 朝のタブレット学習 ／ クラウドの動画の視聴 

・毎週、火・木・金曜日の朝 

 又は、帰りの帯学習 

・タブレットを使ったドリル

学習（e－ライブラリ）を

継続的に実施 

・1，2年に実施 

主な取組 教育クラウドプラットフォーム 
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北方小学校 

主な取組 新たな学びに向けた取組 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

協働学習の授業デザイン 

１．つかむ 

４．学び合いタイムⅠ 

３．考える（一人学び） 

２．見通す 

６．ふり返る 

５．学び合いタイムⅡ 

自分の考えをもつ 
協働学習（ペア） 

協働学習（全体） 

主な取組 新たな学びに向けた取組 
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■従来の授業 

ひとり 
学習 

学    校 

ねら
い 

グルー
プ 

学習 

まと
め 

家庭 

グループ 
学習 

定着 
まとめ 

発
展 
学
習 

ねら
い 

家 庭 学    校 

武雄市が取り組む「スマイル学習」 

家庭 

■「スマイル学習」 

ひと
り 
学習 
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６年 理科 
「土地のつくりと変化」 

流れる水のはたらきによってつくられる地層が 
どのようにしてできるのかモデルをつかい確かめる。 

家庭で予習動画を見て 
学習してきたことを 
確認する。 

実験の経過を録画する。 

実験の結果を撮影し， 
層に分かれていること
を確認する。 

CPFコンテンツ「school  Takt」を活用 

北方小学校 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

協働学習の授業デザイン スマイル学習 

主な取組 新たな学びに向けた取組 
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有田工業高等学校 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

教科等 化学基礎 学年 ２年（３９名） 

単元名等 酸と塩基 

単元の目標 

・酸の定義と代表的な酸の化学式、性質について理解する。 
・塩基の定義と代表的な塩基の化学式、性質について理解す
る。 
・ｐＨと酸・塩基の強度の関係を理解する。 
・中和反応について理解する。 
・代表的な指示薬の変色域と色を理解する。 

本時のねらい 

・パフォーマンス課題に対し、それまで学んだ知識を活用し
て実験手順を決め、実験計画を立てる。危険性に留意し、実
験を実施する。ＩＣＴ機器を有効に活用し、報告書を作成す
る。 

新たな学びの 
視点 

・投票による双方向の授業 
・パフォーマンス課題に対し、実験手順を計画し、実施する。 
・報告書をまとめ、自己評価を行う。 
・各グループで分担して違う課題に取り組み、他のグループ
の報告を聞き結果を共有する。 

主な取組 新たな学びに向けた取組 
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中原特別支援学校 

主な取組 新たな学びに向けた取組 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

児童生徒が１日のふり返りを行い、日記

を作成する。 

教科：日常生活の指導 

対象：知的障害のある児童生徒 
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中原特別支援学校 

主な取組 自宅学習での活用 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

教科：国語・数学・英語 

対象：中学部病弱通常の学級 

   知的障害通常の学級 

自宅学習における活用 

・タブレットＰＣの持ち帰りによる個別学習を
実施 

・持ち帰りを行っている生徒の１人は登校日
数・時間が極端に少ないが、クラウド･プラッ
トフォーム上のチャンネル（掲示板）機能を利
用して担任との連絡に使用 
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教科：美術 

機材：SkyWay 

 （総務省構築クラウド） 

対象：北方中2年 

北方中学校・有田工業高校 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

美術ポスターデザインで遠隔授業 

有田工業高校 
デザイン科 

北方中 

主な取組 遠隔授業   
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教科：英語・数学・社会 

機材：SkyWay 

 （総務省構築クラウド） 

北方中学校 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

相談室と遠隔授業 

教 室 

リアルタイムで 
授業参加 

相談室 

主な取組 遠隔授業   
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◆教科 工業 
 情報技術基礎 
◆対象 
 機械科 1年生 
◆使用機材 
 電子黒板、CAD室PC 
◆使用ソフト 
 VisualStudio,Skype 

遠隔授業による    
プログラミング学習 

有田工業高等学校 

主な取組 新たな学びに向けた取組 

① 学習･教育クラウド･プラットフォームと佐賀県教育情報システムとの連携 
② 新たな学びに向けた取組の充実 
③ 持ち帰り学習（家庭での活用促進）や家庭との連携充実 
④ 遠隔授業による教育内容と機会の拡大 

主
な
取
組 

プログラミング学習 



佐賀県ICT利活用教育の取組（背景） 

取   組 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

人材育成 
（教職員研修） 

県立学校 
ICT機器 
の整備 

中学校  
実証研究 
（２校） 

全校展開 
電子黒板整備 

高 校  

実証研究 
（５校） 

電子黒板整備 
（研修用、特別教室） 

 
～H27年度 
電子黒板整備  
（全普通教室） 

全校 
展開 
(１年) 

全校 
展開 

(１・２年) 

全校 
展開 

(１～３年) 

特別 
支援 

実証研究 
（３校） 

全校展開 
（小中） 

電子黒板整備 

全校展開 
（高） 

市町との連携 
県と全市町で組織する「推進協議会」による全県での 

事業実施と連携 ※平成27年度普通教室への電子黒板整備済 

実践力養成 内容理解 
個性 
  発揮 



佐賀県における学校のICT利活用教育推進体制 

【ICT利活用教育推進員】 
○県内の教職員のうち、ICT利活用教育を牽引する 
 資質を有する者。 

平成23年度より 

県立・市町立 人数 

県立学校 ４１ 

市町立小・中学校 ２４ 

平成28年度 推進員 

【教育情報化推進リーダー】 
○全県立学校、市町立全小中学校 各学校１名 
○校内において、ICT利活用教育を推進する校内研修 
 リーダーの役割 
・県が実施している研修を受け、自校において核とな  
 りICT利活用教育の推進を図る。 



 県立高等学校 

17 

内容：県立高校において、今年度から、国語、数学、英語、地歴、理科の５教科につ   
   いて、各教科年２回の授業研修会を実施。ICT利活用教育推進員の所属校で推   
   進員の授業を参観し、授業研究会を開催。 
   授業研究会では、学習用パソコンやデジタル教材等の有効な活用方法について、   
   グループごとに協議し、ICTを利活用した授業づくりについて情報交換などを   
   行い、研修を深める。 
   なお、本研修会には、市町立学校の推進員も参加することで、小中高の情報共   
   有を行い、ICT利活用教育の取組を推進している。 
 

(1) 教科別授業研修会の実施 

推進員を授業者とした授業研修会（実践力・個性発揮） 

【授業の様子：国語】 【研修会の様子：生物】 

目的：教科の特性を活かした電子黒板や学習用パソコン等の利活用について、互いに    
   学び合い、授業力の向上を図る。 
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推進員を授業者とした授業研修会（実践力・個性発揮） 

市町立小中学校  
（２）推進リーダー研修会（授業研修会）の実施 

目的：校内における教育情報化推進リーダーとしての役割を理解し、ＩＣＴ機器の効   
   果的な活用方法についての校内研修を計画的に行う力量を身に付ける。 

内容：市町立学校においては、７会場で公開授業研究会を実施し、電子黒板やタブ   
   レットを利活用した授業づくりについて研修を実施。 

授業 

授業後の研修会 

グループ協議・報告 授業者から 推進員から 県教委から 

授業者から授業、
グループ協議内
容を踏まえて改
めて授業説明。 

公開授業研修会を，充実したものにするプログラムの工夫 

授業者との直接対話 

協議の柱（①効果的なICT利活用、②校内研修） 

①授業、②校内研修に関する助言 推進リーダーの役割について 
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成果 

◆地域における教育体制の構築 

◆新たな学びに対応した指導方法の充実及び 
  指導力の育成 

◆デジタル教材の利便性の向上 


